







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v＾一胤v一9一di〔tt一≠pm～　　　 　　　 ヒド ヘへ　 ヘヘソノノヤハノノノノノノか　　　変に悲しい心持になる事がしばしばあった。（こ121）
　　（301）　おかなは朝来ると，晩方には大抵帰って行ったが，旦郷が菓京へ粥達な
　　　　　ザノノザ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘへいへりリへ　にへヘへゆ
　　　どに出るをりには，；一一晩も三晩も帰らないことがあった。（あ112）
　　（302）　だから実際の女の前へ出ると，私の感傍が突然変る事が時々あった。
　　　　　　　　；｝「．｝〔v’〕．一闇〔ψ岬」“」一w－f♂．A
　　　（こ49）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ど　う　　（303）　もと入の妾などをしてみたと云ふ不幸なその女は，如穂かすると二時聞
　　　　　v－t－t瀞Ψ門v－ttt～～へ．～～～～～～〔｝～～～〔．．“．v．”“〔一t’一”一”v“’一r’一r’一r！．r’．A一　　　曽～N一．．．．L｛榊一．tHt，一w－tt，im．一．wt
　　　も三富聞も遊んで帰ることがあった。（あ235＞
　「～したことがある」という組みあわせを含む文で，もちぬしをあらわす
成分との敬語の統一は，この組みあわせの中の二つの動詞との問に存在す
る。その強さは，前の動詞のほうが強い。
　　　　あなたは　ごらんになったことが　ありますか。｛
　　　　あなたは　ごらんになったことが　おありですか。
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　「～したことがある」のように「こと」がでてくることが多いが，「経験」
「体験」のような経験をあらわすことばや，「日」「時代」のように，時をあ
らわすことばが出てくることもある。
　　（304）塾“，大学受験に朱敗した経験があります。（資料外）
　　（305）　彼には，子供をなくした経験がある。（資料外）
　　（306＞邊訟．ζ∫卦一度は斯の参観人と同じ鑓撮を新た時代があ：述。（破304＞
　　（307）　二三分のところで平熱にならない臼があったり，（伸60）
　（308）　お島は一朝でも，洋1服で出て行かない日があると，（あ230）
「こと」「経験」「臼」などが，形容詞的な成分で規定されることがある。
（309）
（31e）
　　　　　　　　　　　　　　　　　ありそれから僕の生涯は，実に種々なことが有りましたねえ，（破133＞
　　　へげヘヘへ　へ　ヘドほりや
あ＼云ふ手曳きならちっとやそっと辛いことがあっても己だって勤める。
（春193）
（311）　「あN君の察して呉れるやうなことがあった。」（破324）
　　　　　　　　　　　　　　みん（312）長く教員を勤めたものは，砦な斯ういふ経験があるだらうと思ふよ。
　（破62）
　　　　　　　　か（313）彼も一度は斯ういふ由の風景に無感覚な聴代があった。（破122）
　この場合も，「ある」のあらわすテンス・アスペクト的な性質が同じであ．
ると思われるので，ここに位置づける。
第2部　人間・動物をあらわすガ格の名詞と組みあわさる「ある］，
　　　　　の用法
　人や動物の存在をあらわすには，「いる」が使われる場合と　「ある」が使
おれる場合がある。「いる」のほうは，語い的に「生きて・活動している」
という「ある」にはない意味を一面に持っている。だから，人や動物の存在
をあらわすのに「いる」が使われるのは，自然だが，「ある」の使われるこ
とも多い。
　　（314）本屋の小僧だの客だのが近くにいて（階93）
　　（315）　ところがそこには二人の見知らぬ先客があって，（賭69）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ありがた　　（316＞　左様言って呉れる人があると難有い。（破75）
　　（317）　饗継置盈ミ彪麹堂‘こ二男力、らをま霞由じゃないカ㍉　（イ二王92）
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　　　　　　　　　じい　　　　　　ばあ　（318）　あるところに爺さまと婆さまがありました。（昔1119）
　　　　から　　ほて　（319）　唐の果に，どっこいという力もちがあるということだから，（昔K231）
「ある」が使われるのは，次のような場合である。
1．所有のカテゴリーに属するもの
　（320）　爺婆に一入の美しい娘がありました。（昔皿102）
　（321）子供が一人あれば，われたちはどんなにしあわせかわからんがの。（昔皿
　　25）
2．　おこり・：おこなわれのカテゴリーに近いもの
　（322）　今夜はわしのところには来客があって行かれませぬ。（昔王69）
　　　　一｝”一ti’v門　　　H’w一）＾一．（｝門冒＾」「｝F’」’f一．一一一
　　　　　　　　　　　　　　　　　むもて　（323）　婆さまがお湯をわかしていると，表でどパどん戸をたたくものがあった。
　　（昔撫79）
3．聞き手のまだ知らない人や動物を登場させて，新しい場面を設定する
　　場合
　（324＞　むかし，あるところに一人の男がありました。（昔H111＞
　　　　　　　　一♂｝＾～♂♂、
4．一定の属性をもった場所に，一定の属性をもった人や動物の存在する
　ことをあらわす場合
　（325）　こんな．山の中にもこんなハイカラの女があるかと思ふと，（ふ9）
　　　　一響一vtwtL．「｝一V一一X一X一一t一一V「
5．場所を限定せず，あるいは「世間」とか「世の中」ということぽであ
　らわされるばく然とした広い範囲の中に，一定の属性をあわせもった人
　や動物が存在することをあらわす場合
　（326）　アンナのやうな女がもしあったなら，（ふ7）
6．　メンバー一全体の申に，洌の一定の属性をもった人や動物が存在するこ
　とをあらわす場合
　（327）　そのなかに一人まだ若い男があったが，（昔江224）
　　　　ゾノ蒔n》鳩へ
7．組織体の中に，一定の属性をもった人や動物が存在することをあらわ
　す場合
　（328）　額斐禦臨めゑ箋導あんにゃ（兄）おじ（弟）蕊人の若者が麺（昔皿131）
1．所有のカテコ弓一に属するもの
今の世の中では，入間が人間を所有することはないが，特定の関係を有す
　　　　　　　　　　　　　　　　33
る相手の存在を所有の関係とした。これは，人・動物以外のものと組みあわ
さる「ある」のWでのべたような特徴をもっているからである。
　ここには，ガ格の名詞として，次のようなものがはいる。
　a．家族・親族
　　（329）　お月さまにひとり娘があった。（昔班58）
　　　　　へりゆりヘヘへ　い
　　（330）　やすなりにはくずのはという奥方がありました。（昔H40）
　　（331）　わたしには一人の叔緯があります。（昔146）
　　　　　、一～～～～
　b．こちらと，そちらの関係があってはじめて成り立つ相手
　　（332）　先生がまだ大学にみる時分，大変仲の好い御友達が一人あったのよ（こ53）
　　（333）　有力な激があっても，（ふ34）
　　（334）斯ういふ可愛らしい根手があればこそ。（破114）
　　　　　かいて　　（335）買手があるなら自分の一生でも売る。（破136）
　　（336）細君も芳子に恋入があるのを知ってから，危険の念，不安の念を全く去
　　　つた。（ふ39）
　C．行為や感情・思考の相手
　　（337）佃はやがて見舞ふ病人があるからと云って立ち上った。（伸27）
　　　　　ほんたう　　　　　　　　か　　（338）真実にわたし想ういふ人があるんです。（あ246＞
　　（339）誰が上にも藪きな人，厭な人と云ふものがあ亙。（陣48）
　d．特に取り引きのある人，かかりつけの医者など
　　（340）彼女は，主治医がある，（資料外）
　ここにはいるものは，存在の仕方そのものが抽象的なので，存姦場所とし
て具体的な場所を必要としない。
　文の中に具体的な場所を承してあるものも少しはある。
　　（341）　歴には親類があるから，（昔揖g1）
　　（342）　根津には君の叔父さんがあると言ったッけね。（破91）
　　　　　一≠”！誇¶
　「ある」が使われることのほうが多いが，「いる」が使われることもある。
　　（343）わしのところに娘が二人いるが，（昔119）
　　　　　キヘへしド　　　　　　　　　　　　ムコ　　
　　（344）貴方にはお秀さんといふ人がみるぢやありませんか。（あ185）
　　（345）惣タ麹輩変悪三島徳右衛門墾みるやうに，（阿70）
　2．　おこり・おこなわれのカテゴリーに属するもの
　　　　　　　　　　　　　　　　　34
　これには二種類ある。
　11）ガ格の名詞そのものが，人をあらわすだけでなく，事件的ニュアンス
　　をおびているもの
　　（346）　今用事の客があるんだが，もう帰るだろう，（暗53）
　　（347）伸子は父と，客があって階下の広間にみた。（伸29）
　　（348）　たまに宅へお見えになるお客がございましても，（あ171）
　　　　　ルへ　ロ　　（349）客があった時…には，決して藁の話をしちやいかんぞ。（昔肛12＞
　　（350）　おかたがええもんださけに郵がじきにあった。（昔飛184＞（睾入り）
　　　　　　　　　　　　　　　　ww－wwunN～～M
　「客」「迷子」などは「客になる」「客にいく」「迷子になる」などのよう
に，それ自身が事件的ニュアンスをそなえている。
　また，場所が示される場合は，山登よリデ絡が用いられ，時を示す状況語
がつくところなども，「法事がある」「試合がある」などと同じである。
　さらに「～から来客があった」などになると，「手紙がある」と同じよう
に，移動動詞性をおびてくる。
　これらの「ある」は，「～がある」と組みあわさって，テンスのあら；われ
方を見ると，動作動詞と同じ特徴をもっていることがみとめられる。
　②　ガ格の名詞が，動作をあらわす動詞でかざられているもの
　　　　　　　　　　　　　　　たた　　（351）　夜になってどんどん戸を叩くものがありました。（三五217）
　　　　　へへへほ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　（352）　そこへ立って丁寧に物を尋ねる一人の趣士があ亙。（破1エ5）
　　　　　「一郎兄・一郎兄」と呼ぶものがありました。（昔1107）（353）
（354）
（355）
（356）
（357）
時とすると，背後の方からやって来るものが有った。破（291）
炉ノ！≠｝（！誇
擁五月此前こなったが，まだ殉死する人がぼつぼつある。（阿29）
佃といふのは洗濯屋だって云った人があるからさ，（伸115＞
　　　　　今賃一時頃，御免なさいと仏閣に来た人があるですから。（ふ50）
　　　　　’L．　　　　　　　　　　　pm　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一…一……閥……　…ト　　　　　　　　　　　　　　un一一一ua～
　これらの例では「～する・人が・ある」という三つのものが組みあわさっ
た形で，一つのことがらをあらわしているといえる。これは「～する・時が
・ある」「する・ことが・ある」などと同様に，その「入」「時」「こと」と
いうものの存在を示すというよりも，むしろ全体で事件をあらわしているの
である6
　テンスをみると，「ある」が独立で，時をあらわすのでなく，カザリ動詞
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のテンスとの組みあわせで，時をあらわしている。
　（1×2＞を通じて，「ある」の独立性が弱いことも，このカテゴリーの特徴で
ある。
　なお，②のカザリ動詞はすべて一定時間内におこった（一三かぎりの）現
実の動作をあらわしている。
　動詞カザリがあっても，それが，性質・状態・経歴・能力など，属性をあ
らわしている場合は，3以下でのべる種類に属するのであって，ここに属す
るのではない。
　　（358）　駿河の安豊郡に大へん節約する男があった。（昔豆235）
　　（359）亭主に死なれて二つになる男の子を凌2かえて暮している母親があ旦一監L
　　　た。（昔豆135＞
　ただし，「あろうか」「あったら」のように，現実性が問題になるような場
合は，ここにいれてよいのか，属性を示すものと考えてよいのか，わからな
いものが出てくる。おそらく，これは中問的なものではないかと思われる。
　　（360）　そげな約束をするものがあるものか。（昔141）
　　（361）いつまでまってもええが，物を食わない嫁があったら，世話してくれ。
　　　（昔1162）
　2に属するものは，具体的な場所（空聞）が示されているものが多い。
　　（362）　ほいだら，果浅虫潮雲な∠猛雨童を立てるものがありました。（昔皿50）
　　（363）　そして，その下の油のギラギラ浮いた水たまりで，顔を洗っている女労
　　　　　　　　　N一一n．．一．．X．LFuN’L’N一”L一一一．．’L一一L’LWVVUWpm　Mnmm－rmM’M一
　　　働者があった。（階140）
　　（364）時々境内を通り抜けて行く入があった。（暗117）
　　（365）人波の間で，（一隆一）両ヨ…に各国り小旗を振りかざし抜目ない商売をや
　　　　　一””」一fve－e．
　　　ってみる男がある。（伸41）
　3以下には，このようなものはない。（2以外で具体的な空問が示されて
いるものは「いる」が使われる。これも，2の特徴である。
　また，（1＞②とも「～がある」や「～する～がある」の組みあわせ全体で事
件をあらわしているので，「いる」がっかわれることはない。これも，2の
特徴といえる。だから，「いる」が使われた時はもう事件をあらわしているの
ではなく，その行動を行っているという属性を持った人をあらわしている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　36
　　　つえ　　こ　わぎ　　　　　　　　　　　まをたばこ（366）　杖を小脇へはさんで，巻煙草に火をつけている者がいる。（暗138）
　3．　闘き手のまだ知らない入や動物を登場させて，新しい場面を設定する場合
　典型的なものとして，昔話の冒頭の文の形式がある。
　　（367）　昔，三人の娘があった。（昔H114）
　　（368）　むかし，昔，あるところに：，爺さまと婆さまとがあったそうな。（昔183♪
　　　　　　ノノ　ノノノい　ノボノゴみへ　　　（369＞むかし，あるところに爺さんと婆さんがありました。（昔1133）
　〔ガ格名詞の特徴〕
　この場合，聞き手がまだ知らないのであるから，代名詞など文脈のささえ
を必要とする語は使われない。「いる」の場合には，そういうものがよく使
われる。
　　　　　　　　　　　　ぎつえんしつ　　（370）彼が一人甲板の喫煙室セこいる時に，（磯146）
　　（371）時雄は，其の後に其の男が居るのを夢にも知らなかった。（ふ82＞
　　（372）　そして父だけが家にいた。（賭15）（この「父」は特定の人の「父」をあら
　　　わしている。）
　人名がでてくる場合には，「～という××」という形が使われる。
　　（373）　むかしあるところに塩売長兵衛という人があった。（昔M356）
　　　　　ロ　　　　　　　　　ヘへし　ハ
　　（374）　むかし，あるところにたのきゆ一という旅の役：者があった。（昔H168）
　　　　　ヘヂ　　　　　か　　（375）　むかしあるところになあ，彦市ちゅうえらくとんちな人があったそうだ。
　　　（昔痕219）
　ガ格で文に使われている名詞を次のように五つに分けると，a→b→c→・
・・e嚇・rある・が働れる率（　　「ある」「ある」十「いる」）漱ぎくなるようで
ある。ただし，「じいさん」「ぽあさん」は昔話の形式として「ある」になる．
ものが非常に多い。
　a．規定語のつかない，種をあらわす名詞………いぬ，さる，ひと，おに
　b．規定語のつかない，性をあらおす名詞………男・女
　c．規定語のつかない，人の種類をあらわす名詞
　　　年齢で………年寄り・若者
　　　職業で………舟大工・かじゃ
　　　身分で………殿様・長者
　　　その他………継母・ほら吹き
　　　　　　　　　　　　　　　　　37
賦形容詞や動詞などの規定語で属性をしめされた名詞
　　形容詞・形容動詞………若い娘・美しいあねこ・無精な若者
　　名　詞………年寄りの三太夫・ひとり者の男
　　動　詞………芸者をしていた女・袴を穿いた書生・いやがるもの
e．「～という」という規定語で名まえを示された名詞
　　平六というもの・みけらんという若い男・浦島太郎という人
つぎに例文をあげる。
・a．種をあらわす
　（376）　迄ゑζと至匹さると力煙慰。（昔皿1婆5）
　（377）　塑．ゑさ～三管淀魍ζ一垂癖馬あった。（昔1209）
b．性をあらわす
　（378）　蔓逸k，翅塗～りました。（三幅19）
・c。人の種類
　（379）　肇菱，ζ、隻レゑ匹難さんが．ありました。（昔MO）
　（380）ゑ鐙釣き聾名前はわからないけれども一入の若者がありました。
　　（昔豆58）
　（381）塑沌三を匹塑り娘があった・（翻201）　　　　．
　（382）　昔，ほうろく売りがありました。（昔1∬169）
　（383）　二歩ゑ想う些二人の商人がありました。（昔197）
　（384）薄な曳ん．壷ゑ玖忌湊覧長者どのがありました。（昔115）
　（385）葦，ゑゑ立鮫に継母かありましな。（昔R145）
・d．規定語のついたもの
　（386）　昔，ひとり者の男がありました。（昔豆217）
　（387）　黄，塑盤£．蚤些．』んしょのよい旦那さ麺茸あ塁＿」な。（昔豆63＞
　（388）　黄，むか』へゑi磁愁拳ほどの二溢のある簸豊」ま盈三二人姦りました。
・e．「～という」の形のつい＞eもの
　　　　　　　　　　へい　（389）　あるところに平六という者があった。（昔H104）
　　　　ヘへ　　い　（390）昔，ある山寺にずいとんという坊さまがあった。（昔璽121）
　　　　サノノノノらバヂ　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はくろう　（391）‘あるところに，馬喰やそ八という貧乏な男があった。（昔1139）
　　　　Lt’♂♂一一v一一r’vvu　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　tht
（場所のしめし方の特徴〕
　　　　　　　　　　　　　　　　38
（昔190）
（1｝昔話の蟹鎖の文では「あるところに」のつくものが多い。
　　（392）　董，ゑゑζき」…三目さんと婆さんとがあった。（昔M181）
　　（393）　むかし一）ゑゑ堂三ゑ隻鐡灘1あ盛。（昔H　52）
　（2＞場所の示されないものもある。
　　（394）　昔，神主があった。（昔1137）
　　（395）嘘つきの名人があった。（昔il　95）
　「あるところに」という云い方でなくても，「ある」や「という」がついた
りして，喚き手の知らない場所を新しい場面の設定に参加させるものが多
い。
　　（396）　ある村に鍛冶屋があった。あるとき，隣村へいったが，（昔1173）
　　　　　　　ひ　だ　　（397）昔，飛騨の沢山というところに，長吉という信心深い正直な炭焼があっ
　　　た。（昔ll　85）
　　（398）昔，鑓山というところに大金持ちがありました。（昔H17）
　「あるjが使われる場合，2をのぞいて「いるliの場合のように，きわめ
て具体的な現場が示されることはない。「いる」の場創こは，次のようなも
のがある。
　○具体的な場所の示されているもの
　　（399）大きな岩の上に婆さまがいて，（昔K55）
　　　　　のヘドビアゆハね　リヘへい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おきな　　（400）　座：敷にりっぱな白i蟹の翁がいて，（昔11王9）
　○具体的な場薗の詣定のあるもの
　　（401）　それ力型象盤些肇菱しζ，老翁がまだいました◎（昔巫188）
　　（402）愁が出懲裟2顔の丸い，耕の羽織を着た，白縞の袴を穿いた書生さ．
　　　んが居るぢやありませんか。（ふ51）
　「ある」が使われている場合，場所が示されていても，その場所は「すみ
か」であって，「ありか」ではない。
　　（403）　昔，仙北町にとんてぎ（あわて者）があった。（昔丑205）
　　（404）　昔，中村に大作という男があった。（昔皿223）
　〔「聞き手が知らない」ということについて〕
　「聞き手がまだ知らない」というのは，話をきかせるという，ふつうの文
章の場合であって，質問の文などでは，話し手と聞き手の関係が入れかわる
　　　　　　　　　　　　　　　　　39
こともある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むかいまち　ろくざ　えもん　　　　　おだいじん　　（405）つかんことを伺ふやうですが，斯の根津の向町に六左工門といふ御大叢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、～Nn“nJuへ！〉㌔〔ノ｝～一
　　　があるさうですね。（破117）
　4．　一定の属性をもった場所に，一定の属性をもった入や動物が存在することをあ
　　らわす場合
　　（325）　こんなふの中にもこんなハイカラの女があるかと思ふと，（ふ9＞
　　　　　ねへいヘ　　　　　　　　　　　　　ヘウ
　　（409）　閉舎にもあんな人があるかと思ふくらい。（あ217）
　　　　　㌔一一
　この場合，「山の中」や「田舎」は場所をあらわしているが，それは特定
の位置をもった特定の場所ということに試みがおかれているのではなく，そ
．の場所の属性に璽みがおかれている。「こんな」というのは，「この」と違っ
．て，性格について措示しているのである。
　この場合，ガ格の名詞は，3でのべた。とdにかぎられ，その中でもdの
・ほうが多い。cになると「いる」が多く，　aやbは「いる」にかぎるのでは
1ないかと思わ；れる。
　5．場所を限定せず，あるいは「世知」とか「貴の中」というばく然とした広い範
　　囲の中に，一定の属性をもった人や動物が存在することをあらわす場合
　　（407）　よくそんな風をしたお役入があるぢ聖ないか。（あ145）
　　　　　　ぶにん　　（408）無入で淋しくって困るから相当の人があったら，世話をして呉れ。にユ72＞
　　　　　　こ　ん　　　おほたほまけ　　（409）斯様な大密痴が世の中に有らうか。（破270）
　この場合も「ある」になるのは，ガ格の名詞が3でのべた。とdがほとん
どで，aやbはめつたにない。そして，やはりdのほうがより多い。
　6．　メンバー全体の中に，メンバーとしての属性の他に一定の属性をあわせもった
　　メンバーが存在することをあらわす場合
　　（姫0）　孫四郎の弟に一入のならず者がありました。（昔涯80）
　　　　　　リハノへ　　　 　　こんにち　　　　　　　　せいろん　　いしょく　　　　　　　　いくたり　　（411）今臼の政事家で政論に衣食するものが鳥山ありませう。（破189）
　　　　　一♂へ♂’≠押一　　（412）知り合ひの中には，随分骨を折って，教師の職にありつきたがってみる
　　　　　　　　　帆～～　　　　ものがある。（こ114）
　　（413）以前師範校の先生で猪子といふ人が有った。（破119）
　　　　　　　sne－L’M－v
　メンバー全体という範囲を，「～の中に」とか「～で」とか「～に」とか
『で示している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　4e
　この場合，「ある」が使われるガ格の名詞は，3でのべた。とdに，さら
にeが加わる。この資料ではdとeが多かった。aとbは「いる」になる。
なお，「人間には，男と女がある」のようなものをいれると，a．bにまでひ
ろがるだろう。
　7．　組織体の中に，一箆の属性をもった入や勤物が存在することをあらわす場合
　　（328）新左衛門という家にあんにゃ（兄），おじ（弟）三人の若者があった。（昔巫131）
　　（414）　ある山寺に和尚がいた。（昔豆110）
　　　　　　　　うち　　（415）　由本の家には（中略）年寄の艶太夫がいた。（階236）
　　　　　、　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　ふるいえ　　（416）古家に引きとられていった。そこには祖父のほかに，お栄という二十鼠
　　　四の女がいた。（暗9）
　組織を構成しているメンバーの一人として存在することを意味していて，
タダィマそこに居なくてもよい。
　5・6・7は，存在の場所が空間でない。その意味で，存在の仕方が抽象
約だといえる。そして，これらは，所有のカテゴリー々こ比較的近いのではな
いかと思われる。
　次のような例は，所有と5・6・7の中問に位置するのではなかろうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みかん　　（417）　この際挿子が彼らの開元にみないのを遺憾とすること，（伸133）
　　　　　　　　けいはつ　　（418）お前を啓発してくれる人がありさへすれば，（伸151）
　　（419）私も，一世話して呉れるものが有まして一家内を迎へました。（破184）
　以上のべてきた1から7まではすべて，人間・動物以外をあらわす名詞と
組みあわさる場合といっしょにして，統一的に扱うことができる。
　これについては，まとめの表で示す。
まとめ
以上のべてきたことは，次のような表にすることが出来る。（甥表）
　補注
　この報告は，昭和41年度に言語効果研究室（当時の編成による）において，
：室長高橋の旛導のもとに，研究補助員屋久がおこなった調査によるものであ
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る。昭和42隼3月に，「言語効果研究室41年度研究補助員研修報告書〈ガ格
の名詞と組みあわさる「ある」の用法一（あわせて）「人がある」と「人が
いるjの違い一〉」としてガリ版ずり47ページの報告プリントをつくり，
また，その一部を「昭和41年度国立国語研究所年轍8」（115～119ベージ）
に引用した。その後，需要が多く，プリントも出つくし国立国語研究所日
本語教育映画解説4「基礎篇第四課〈きりんはどこにいますか一「いる」
「ある」一＞」（1979）に「屋久茂子1967は，すべて小説類からのものである
が，用例が豊富で，「ある」「いる」の用法整理には便利である。ただし市販
されておらずほとんど手に入らないだろう。」と書かれたりして，活字化を
もとめる声がつよくなったので，高橋との連名で，この報告書にのせること
にした。
　17年まえのもので，修正の余地もあるが，屋久がすでに退職しており，ま
た，もとのままでも，要望にこたえることができると半蜥したので，二三の
例文をとりかえるだけで，そのまま報告することにした。なお，題名だけ
は，〈「～がある」の用法〉にかえた。これは，その内容が，名詞と動詞の組
みあわせを論ずる連語論の範囲をこえていたからである。（高橋記）
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ガ格の名詞と組みあわさる「あるjの用法一覧
ノ、●動物以タト
? ?
入・動　物
? ?
い
?
1
??????
?
…?
?
か
あるところに
属性の承された場所
　1，，
烹喋薩
か1
29．　卒業生の写真が学校にある。
　　　　　　　　　めれヤへの63．　前の島に造船所がある。
　　へいへ　　　　　　　　　　　　　　　　へ
7L　左手に高く　麦畑があって
　　　ヘマ　ドいり　　　　　ねりり　　　　　73．　西向きの窓にはまだ陽があった。
○ある村にお寺があった。
○こんなところにホクロがあった。
二／：：：昌昌讐
1．社会的・心理的存在
2．関係的イ．へだたり
　存在
　　　　　　m．つながり
3．　メンバーとしての存在
?土農工商の沼つの階級があった。
　　　摺糠とKの聞は大分年歯の差があっ
　　　内～～～～一押”｝　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　
　　た。
90，彼木誰と自分との闇に関係があって
　　　ド　　　　　　　　　　　　　　ノぴノノヂノボ
96．私の手に入れたものに「騰押回琴伝」
　　　ノノノノノノ　ボノコヂ　ハノヂノゆハパ
　　という小冊子があり
102，　是程悲しい情愛：がありましょうか。
399．大きな岩の上に婆さまがいて
　　　のドハめノいひノノノノ　　　　　　　　　　　　　　　　へ
401．．　それから先の峠に来ると老翁
　　　リノノノノリハビヘヘヘヘヘヘヘエヘへへ
　　がまだいました。
○この島に人がいるはずがない。
　ハロしヘヘヘへ　　　　　藁　それとその家の女中がそこに
　　臆。
○ある田舎に爺さんと婆さんがいま
　ぽ　　　　　　　　　　　かロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　
　処。
○こんな田舎にあんな人がいるなん
　二⊆，
○お前蚕そうして展i題蛭以上
415．山本の家には年寄の三太夫が
　　　へ　　　ノヂノセゐぜヨいい
　　いた。
?
????????????
4。　場所無隈定　イ．もの
　の存在
　　　　　　　　ロ．こと
5．　付属的存在
6．　慣月i的存在 1
1e8．
112．
請う随より始めよということがある
　　　この老婆に対すると雷っては語弊が
　　　らセリほロほりハノサハけへヘリロリハぽへへ　ぼれノセ　　への
　　塑。
121．　坐っていてそんな事の知れよう筈が
132・即鱗一入謹塑
　　　ぜ　　　　きのi　　　めつ凡0
　326．　アンナのような女がもしあっ｝・な・…一｝
ありません。
○曳襲塗奪緯き玄墾一人柾ゑ。
○馬鹿な女がいたものだ。
?
???????????????
?」???「?事
行
?，??A
B．
3．連絡の成立
4．状態
イ。行為・作用
ロ．時を媒介
ハ．人を媒介
i・37．菰聾罐がありま匹塾，
　145．是は万一の事がある場合でなければ
　18．　きょう四時から東海寺で法事がある
　　　　　　　一’t“一一X’一．di一　rdicrL一一L’v－v．　r．rrww一一　”
　　　んだ。
　　ユ些。
166．東京と備中との間に手紙の往復があ
　　　ゆめノガバへ　ムロリリ　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　盛
171．　選挙盛の感情を害：する占うなこと力三
　　有っては
172．夜中から急に晴れ渡った夜があった
151・鰻≡凱湊戯・馳継より力刻
347．　伸子は父と，客があって階下
　　の広問にいた。
???????????????
L　所有物としての　（1）
　存在
2
3
（2）
（3）
（4）
他に対する働き　（1）
カ、け・カもカ、嚢つり　（2）
の存在　　　　（3）
時闇
V　経験としての存在　イ．
　　　　　　　　　　　p．
322．　今夜はわしのところには来
　　　　ぱげいら　れロリづへげへぼへけほはり　ヘハみへ
　　客があって
357．　一lf春頃：，（卸町なさいと玄関に
　いけにヂみ来た人がある。
188．
22．
201．
　　　Xp＾w－v一’一一be　　、‘㌔～～～～pm一一．nd　　　　…一一
　　ら
229．　顔は仔細があって人には見せない。
206．篭岡には昔気質がある。
　　　もいヘヘヘリ　　　　　　　　　　　　　　　　　
190．佃の声にも優しさがあった。
　　　ゆヘへ　へ191．　おい，君にちょっと話がある◎
　　　　　　ゾへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
272．　佃との生活に十分未練があった。
　　　いぼ　　　　　　　　　へ　　　　　　　　
193．湿度は温度と関係があります。
　　　　　リハぬ　　ノゾね　
21．　佐々さん，あなたこれから時事があ
　　　　　　　一～「｝、　　　’〕戸、¢ノ．ゾい　　　　　　　　　　　　一
《興菓京に麺！麺。
忌a点点塔墨四本あゑ。
瀬川霜胸は生徒間に入望がありますか
りますか。
329．　i」’一．”N．．．HlriNEII．一e．．’L一．
336．　￥S＃ta5　t一“’xK
　　知って
お月さまにひとり娘があった
細看も芳子に恋人があるのを 344．貴方にはお秀さんという人が
　　　e－thv””HtV’Xrwv．rm．，，，um，．wh一一一
と溢。
25．君は恋をした事がありますか。
　　　ヘドれ309．　僕の生涯は，実に種々なことが有り
　　　り　ヘハぬりロけり　おな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　
　　ました。 ｛
